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日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） スポーツと地域振興

科目基礎情報

スポーツ健康学科三年制 スポーツビジネスコース 前期

2年次 選択 15時間

1単位 講義

　実際の日本における社会問題を取り上げながら、その問題に対するスポーツを活用した現実的な地域振興策についてディスカッションを行

います。講師から与えられる課題や質問に対して、積極的なコミュニケーションを取りながら、自分自身の意見を述べてください。

授業に必要な教材資料等については教員にて準備・配布する。参考書等を使用する場合には授業内にて指示する。

担当教員情報

小松雅樹 実務経験の有無・職種 無

学習目的

　少子高齢化や所得格差などの社会問題に対して、スポーツを活用した地域振興策とその成功事例に対する分析を行います。地域活性化を実現するために

求めらえれる地域マーケティングや経営戦略、新たな観光資源の発掘や観光商品の開発など、地域とのコミュニケーションを通した新たなまちづくりに

ついて講義形式で学び理解します。また、地域特性を考慮しながら、スポーツの適用によって地域にもたらされるメリット・デメリットが何かを理解し

ながら、地域に根ざしたスポーツ振興の在り方についても学び理解します。

到達目標

①少子高齢化や世代間の所得格差などの社会的問題が影響する地域問題の基本構造について理解する。

②スポーツを活用した地域活性化の成功事例を学び、その成功要因や成功条件について分析を行う。

③スポーツイベントやスポーツツーリズムの基本的な考え方について理解し、その活用方法について見解を述べることが出来る。

教育方法等

　授業では実際にスポーツによる地域振興の様子に関する映像教材や関連資料を取り上げ、細かな分析や精読を通した事例研究を行います。

各事例に対して、その地域の特性や特徴を読み取り、地域が抱える問題や課題を明らかにしながら、どのようなスポーツ振興策がその地域の

活性化に対して効果的なのかを考えていきます。

スポーツと地域振興１ スポーツが誘発する地域イノベーションについて理解します。
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期末試験（筆記・レポート等）の結果により成績評価を行います。

授業内において中間的な理解度確認のために実施します。

授業中における出欠席状況と参加積極性(授業態度)によって評価します。

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

イントロダクション 地域スポーツを取り巻く環境と課題、その変化について理解します。

スポーツと地域振興２ 地域密着、スポーツに親しむまちづくりとは何かについて理解します。

スポーツと地域振興３ スポーツ基本法とスポーツ基本計画について理解します。

スポーツと地域振興４ 事例研究：長野県白馬村における地域リゾート化研究を行い、地域特性とスポーツ振興の関係を理解します。

スポーツと地域振興５ 事例研究：長野県白馬村における地域リゾート化研究を行い、地域特性とスポーツ振興の関係を理解します。

スポーツと地域振興６ 事例研究：長野県白馬村における地域リゾート化研究を行い、地域特性とスポーツ振興の関係を理解します。

スポーツと地域振興７ 事例研究：群馬県草津町におけるスポーツを通した地域活性化の事例を取り上げ、スポーツ振興構造について理解します。

スポーツと地域振興８ 事例研究：群馬県草津町におけるスポーツを通した地域活性化の事例を取り上げ、スポーツ振興構造について理解します。

スポーツと地域振興９ 事例研究：群馬県草津町におけるスポーツを通した地域活性化の事例を取り上げ、スポーツ振興構造について理解します。

スポーツと地域振興１０ 都市部におけるスポーツ振興政策とその基本的コンセプトについて理解します。

スポーツと地域振興１１ メガスポーツイベントと都市開発について理解します。

スポーツと地域振興１２ 都市消滅を防ぐ地域密着型プロチームについて理解します。

スポーツと地域振興１３ 2020年後、ポスト東京オリンピックを見据えたスポーツ都市戦略について理解します。

講義内容復習、期末試験説明 地域および都市部における各スポーツ振興策と基本コンセプト、将来的課題について復習を行います。


